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看護学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

産業保健活動論 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
本講義は公衆衛⽣看護活動の⼀分野を占める産業保健を扱うものである。既習の公衆衛⽣看護の理念や提供体制の理解を踏まえ、産業保健

に特有な事項についての理解を深めるために、実践的な⽴場から、提供体制や理念等の理論的な⽴場から双⽅の観点から講義する。

授業の目的
産業看護活動の理念と実際を理解し、産業看護活動を展開するうえで必要となる知識を習得する。

学習目標
１．産業看護の理念を理解する。
２．産業看護体制を理解する。
３．産業保健活動の実際、および看護活動の役割と意義を理解する。
４．産業看護活動の理解を踏まえ、今後の産業保健・看護を考察する。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
試験 80％程度
提出課題 20%程度

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
⽔曜⽇11時から13時
sugimoto@nuhw.ac.jp

担当教員名
杉本 洋、 和⽥ 直⼦

対象学年 3 対象学科 看護

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 1 時間数 15

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ○ ○ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 授業の全体の概要の提⽰、産業保健・看護の理念についての講義を⾏う。具体的には、産
業看護の定義、産業看護で⽤いられるモデル等について説明する。

講義 杉本 洋

2 衛⽣管理を推進するための体制についての講義を⾏う。具体的には産業保健にかかわる⾏
政の仕組み、事業場における衛⽣管理体制等について説明する。

講義 杉本 洋

3 産業保健・産業看護活動の実態を、産業看護の現状、産業看護の歴史を踏まえ、説明す
る。

講義 和⽥ 直
⼦ 他

4 産業保健の基本と産業看護活動について講義を⾏う。特に労働者の現状（職業性疾患、作
業関連疾患等の現状等）、産業保健としての対策（職場巡視、健診、メンタルヘルス対
策）について説明する。

講義 杉本 洋

5 産業看護活動の現場の実際および産業保健に対する考察 講義 杉本 洋
他

6 産業保健の実際と課題についての講義を⾏う。特に、⼩規模事業場における産業看護体制
や活動、地域保健との連携、⼥性労働者への⽀援などについての課題と取り組みについて
説明する。そして産業保健の課題について考察する。

講義・⾃⼰課題 杉本 洋

7 今後の産業保健・看護活動についての課題について講義する。産業保健は重要性が指摘さ
れながらも、産業看護としての法的基盤等整備が不⼗分な状況にある。現状を踏まえ、い
かにして今後の産業保健を充実させるのかの考察を⾏う。

講義・ディスカッション 杉本 洋

8 まとめ 講義 杉本 洋

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 産業看護学 2014年版 河野啓⼦ ⽇本看護協会出版会 2014年 3,500円＋税

参考書

その他の資料


